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82) S. Hattori, J. Tamano,  M. Yamada, M. Ieda, S. Morita, K. Yoneda, S. Ishibashi, Vacuum

lithography using plasma polymerization and plasma development,  Thin Solid Films 83,

187-195 (1981). 査読あり

83) M. Yamada  , 不規則平面大地上の VLF-LF 帯電磁波の伝播特性、電子通信学会誌 63,

604-610 (1980). 査読あり

外部研究費

1) 横浜市中小企業新技術・新製品開発促進助成金「小型・超高速エバネッセント波蛍

光励起糖鎖プロファイラーの開発」2021 年度

2) AMED「再生医療の産業化に向けた評価基盤技術開発事業」再生医療等製品（脂肪

細胞医薬品）の糖鎖プロファイリングを用いた品質管理システムの構築、2017-

2018 年度

3) AMED「糖鎖利用による革新的創薬技術開発事業」超高感度・高速糖鎖プロファイ

リングシステムの開発 2016 ｰ 2021 年度

4) 北海道経産局、平成 25 年度小規模事業者活性化補助金に係る補助事業「鳥インフ

ルエンザ・ウイルス早期見極め用糖鎖アレイ製品開発事業」2013 年度

5) NEDO「糖鎖機能活用技術開発プロジェクト」エンリッチメント・デバイスの開発、

2010 年度

6) 北海道経産局、平成 22年度中小企業等の研究開発力向上及び実用化推進のための

支援事業「糖脂質のアレイによる分析方法及び大腸癌糖脂質マーカーの開

発」2010年度 

7) 厚生科研費「シュガーチップを用いた検査・診断技術の開発」2005-2007 年度 

8) JSPS 特定領域研究「好熱性藍色細菌の DNA マイクロアレイの開発と生物時計研究

への応用」2003-2004 年度

9) NEDO「糖鎖エンジニアリングプロジェクト」レクチンアレイを用いた糖鎖プロ

ファイリングシステムの開発、2002-2005 年度

クラウドファンディング

新型コロナウイルス感染症：重症化を抑える新薬の開発に向けた第一歩を

READYFOR 2020 年 12 月 支援総額 5,369,000円 成立(目標額 5,000,000円)

特 許

1) 光ファイバー型センサー、特願 2022-146003
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業績集： 論文・研究費・特許（山田 雅雄）

2) 腎機能の低下の可能性を判定する判定方法およびキット 特開 2018-173371

3) 糖質プロファイリングによる血液腫瘍診断方法 公開番号 2013-007742

4) 細胞の状態を判別する方法 WO2010131641A1

5) 糖尿病性腎症の進行度の検出方法及び糖尿病性腎症の進行度の診断キットに糖尿病

性腎症の進行度の指標となる物質及びその選別方法 公開番号 2009-105513
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